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と ２ 直 線 l,mの な す 角 ∠a、
∠bが、∠a=∠bであるとき、













































































































































































































































































































































































































































































図15のように、直線 l , nの交点Dから直線mへ垂線
を下ろしその足をCとし、直線m,nの交点Bに垂線を
立て直線 l との交点をAとする。∠BDCを∠rとする。























































図３のように直線 l,m 上に点A, B, C, D, E, Fをとり、
∠CBEを∠rとする。









l,m は点A,Dの側で交点を持つことになり、l // mに矛
盾する。
したがって、∠p=∠q
図₂
図₃
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教職実践演習において育成する理数系分野の実践的指導力に関する研究
　このように異なった体系が存在すること、
また何に着目するかによって別の体系がつく
り出せること、こうしたことを踏まえて教師
自身が幾何学の指導内容を自ら組み立ててい
ける力量を高めておくことが大切である。
₈．学生の感想
　教職を希望する学生が多く履修する「算数」
の授業において、実際にこの教材を紹介する
形で取り上げてみた。７）以下（A ～ K）は学
生の感想文の一部である。
Ａ．異なる定義によって、一つの定理が様々
に証明でき、改めて数学のすごさを感じ
た。
Ｂ．子どもの発達段階によって、どのような
定義が適しているかを判断することは重
要である。子どもが混乱しているとき、
証明をしっかりしてあげることで、安心
するのではないだろうか。
Ｃ．自分で実際に証明することが大事だと
思った。
Ｄ．自分で定義と定理を組み合わせて証明す
るのはすごいと思った。
Ｅ．たくさんの定義があり、子どもの考えた
ことに教師が対応していけそうだと思っ
た。定義がたくさんある分、たくさんの
視点から証明できることを学んだ。
Ｆ．定義は一つだけではなく、何を定義とす
るかで証明などが変わってくることが分
かった。
Ｇ．定義は一つしかないと思っていたので、
一つだけではないことに驚きを感じた。
Ｈ．小学校でやる内容なのに、大学生でやっ
と理解できるような深いところまで意味
が存在していて驚いた。
Ｉ．平行線の錯角が等しいことを求める方法
は、定義によって求め方が変わってくる
ことがわかった。子どもの年齢に合わせ
て、どの方法が適切なのかを知っておく
必要があると思った。
Ｊ．定義を一つに絞らないで広く見ることで、
子どものレベルにあった、様々な教え方
が出来ると思った。
Ｋ．最初定義④が一番分かりやすいと思った
が、定義②が最終的には一番分かりやす
いと思った。
　Ａ、Ｄ、Ｆ、Ｇ、Ｉの感想から、異なる表現に
よる定義をもとに、同じ定理が異なる体系で
つくられていくことに対する驚きが読み取れ
る。またＣ、Ｅ、Ｆ、Ｇ、Ｈの感想から、証明の
重要性や広い視点を持つことの大切さに気付
いた様子が読み取れる。これらの感想は数学
のとらえ方にかかわるものであり、数学観・
学習観の転換につながる反応と見ることがで
きる。さらに、Ｂ、Ｉ、Ｊの感想から、子ども
＜定義①＞
＜定義③＞
＜定義②＞
＜定義④＞
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に対する指導の観点から教材をとらえようと
する姿勢がうかがえ、教材観や指導方法にも
影響を与えていることが読み取れる。
Ⅲ．おわりに
　本研究では、数学を創造的な活動としてと
らえさせるための教材として、コンパクトな
体系をつくり出す体験を積ませる教材を考え
た。感想文の分析から、こうした教材は学生
の数学観・学習観に変化をもたらすとともに、
同時に教材観や指導方法などにも影響を及ぼ
し、学生が将来実践的指導力を向上させてい
くときの核となるものを育成する上で有効で
あることが確認できた。
　今後もさらに教職を志望する学生の実践的
指導力向上を目指して、教材開発を行ってい
きたいと考えている。
　なお、本研究を進めるにあたっては、横地
清氏（北京師範大学客員教授）、菊池乙夫氏
（算数・数学教育研究者）、黒木伸明氏（上越
教育大学名誉教授）から多くの示唆をいただ
いた。
　また、本研究は平成23年度共同研究費助成
による研究課題「教職実践演習において育成
する理数系分野の実践的指導力に関する研
究」により、行ったものである。
［注］
１）「教職実践演習」に関するこれまでの研究に関
しては以下を参照。
 長友大幸・中込雄治・生野金三、教職実践演習の
実証的研究、埼玉学園大学紀要人間学部篇第10号、
2010年、pp.179-190
２）多様な解法を引き出す数学的手法に関しては以
下を参照。
 中込雄治、多様な解法を引き出す算数教材の研究、
埼玉学園大学紀要人間学部篇第10号、2010年、
pp.165-178
 中込雄治、数学的手法の意識化を図る教材開発に
ついて、埼玉学園大学紀要人間学部篇第９号、
2009年、pp.299-304
３）未来へひろがる数学１、啓林館、p.108、平成
22年２月10日発行
４）新しい算数4上、東京書籍、p.56、平成23年２
月10日発行
５）定義③（平行）による展開は次の参考文献によ
る。
 横地清編、現代算数・数学講座１図形・幾何の体
系化と実践、ぎょうせい、1983年、pp.1-10。
６）ここでの公理５（同側内角の和）及び定理１（平
行線の錯角）とその証明は、ユークリッド原論第
１巻に公準５と命題29としてある。
 中村幸四郎・寺阪英孝、伊東俊太郎、池田美恵訳、
ユークリッド原論、共立出版、1971年、p.２、
pp.21-22
７）この「算数」の授業は2011年６月に２・３年生
計22人を対象に実施した。
